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2024 年 8月期決算 決算補足資料 質疑応答集 第１回（全２回） 
 
 
この質疑応答集は、2024年 10月 15日（火）に行われた 2024年 8月期決算発表に関して、
投資家の皆様よりいただいた主なご質問をまとめたものです。ご理解を賜ることを目的として
一部内容・表現の加筆・修正を行なっております。 
なお、第２回の開示は、2024年 11月上旬を想定しております。 
 
 
  



Q 01 
来期業績の利益水準について、前期比は大きく増えていますが、売上に対して利益水準がまだ
低いと思えるのですが、どうお考えですか？ 
 

A 01 
利益水準として、EBITDA は 318百万円で 1.3倍、営業利益は 111百万円で 2.9倍、経常利益
は 98百万円で 2.1倍となる見込みです。ただし、事業シナジー創出のための研究開発投資、
エンジニアの稀少性が高まる中で人的資本への投資実行、また、GPUサーバー事業の事業ボ
ラティリティ性を勘案して来期業績を見積もっています。 
（なお、こちらは、10月 28日決算訂正後の数値としております） 
 

Q 02 

来期の業績について、経常利益までは前期比でプラスではあるものの、当期利益が前年比マイ
ナスになっている背景について教えてください。 
 

A 02 
決算説明資料に記載の通り、2024 年 8月期については税効果会計の適用により法人税等調整
額に大きくプラスがあったことが主な要因です。また、連結上の「のれん償却費」は税務上損
金算入されず、実効税率が上昇するため、経常利益等と比較すると税負担率が高くなっていま
すが、M&Aを行う企業にとっては一般的な話となります。当社グループは 2024 年 8月期よ
り、グループ通算制度を導入することで、税金費用の最小化に努めています。 
 

Q 03 
ゲームカードジョイコの増資について詳しく教えてください。 
 

A 03 
当社においては、AI社会実装を進めるためには、他業界のリーディングプレイヤーと組むこ
とが近道であると考えており、資本業務提携先を模索しておりました。そこで、遊技業界のプ
リペイドカードシステムのリーディングカンパニーであるゲームカードジョイコ社と、遊技業
界で AIを用いたデジタル化を共に取り組むことを目的に資本業務提携を締結するに至りまし
た。 



株式の希薄化はございましたが、3年で発注額 5億円以上を約束頂いており、取引は既に開始
し、順調に受注額が積みあがっている状態です。なお、当該案件のすべてについて業績予想に
織り込んでおりません。 
 
 
 

Q 04 
今後のM&Aについて、従来と同規模レベルのM&A を継続して実施する方針とのことを理解
しました。それを実施するにあたっての御社の強みは、どういった部分にあるのでしょうか。
またM&A の御社における中長期的な戦略を教えてください。 
 

A 04 
当社は小型M&A を連続して実施するのではなく、当社と同規模かそれに近いM&A を積極的
に実施する方針です。また、当社はエンジニアが 8割というエンジニア中心の会社であります
が、エンジニアが楽しいと思える事業領域をM&A も利用して拡大してまいります。 
独自技術による AI画像認識プラットフォーム・AIZEは、さまざまなソフトウェアシステム、
アプリケーションシステムの基盤になりうるため、グループインする企業の技術を活かすこと
が容易であることから、一緒になるメリットを感じていただける部分が大きいと考えておりま
す。 
また、当社はオーナー比率が一定程度あることから、それ生かしてM&A と同時にファウンダ
ーには当社グループの第三者割当増資を実施し、引き続き当社グループ価値向上を目指す体制
を構築することを目指していることも特徴です。 
なお、新規のM&A については鋭意検討中ではありますが、現時点ではお伝えできるものはな
く、当該情報については業績予想に織り込んでおりません。 
 

Q 05 
中期経営計画は開示しないのですか。 
 

A 05 
当社は中期経営計画を開示しておりませんが、M&A を重要な中核戦略と位置付けており、別
途上記で回答した方針のもと、今後もM&A の実現を目指していきますが、それが業績に与え
る影響はこれまでと同様大きいものと考えます。当該M&A の情報がない中での中期経営計画



の開示は投資家の皆様にミスリードとなりますし、一方当該情報を計画に含んで開示すること
は、 M&A 対象会社に対するコミュニケーションとしても不健全なものとなります。よって
中期経営計画の開示は当面想定しておりません。 
  



参考資料： 
 
24年 5月 株式会社 BEXのグループインについて 
https://pdf.irpocket.com/C5026/tSnV/pz8o/O7iA.pdf 
 
24年 9月 株式会社ゲームカード・ ジョイコホールディングス との資本業務提携について 
https://pdf.irpocket.com/C5026/I7Sq/bSnL/Cbyl.pdf 
 
24年 10月 2024年８月期 決算説明資料及び将来戦略資料 
https://pdf.irpocket.com/C5026/n85z/Pwnb/kuvQ.pdf 
 
24年 10月 トリプルアイズ 2024 年８月期決算説明会の模様を動画配信 
*当日 LIVEでの質問回答も含みます 
https://pdf.irpocket.com/C5026/n85z/TWIx/Jfp0.pdf 
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